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ドイ ツ人 とチ ェコ人の間 に立つユ ダヤ人― 「プラハの ドイ ツ語文学」に少 しでも関心 をもつ

者 な らば、一度 は耳に した こ とのある フレーズであろ う。今 日では言 い古 され た観 のある布置だ

が、これ が垢 平家や研究 者の 口の端 にのぼるのはよ うや く戦 後のこと。アイスナー 〔英訳版1950〕

の古典的 な図式(三 重の ゲ ッ トー)あ た りが初出であろ う。潜在 的には1848年 以 降な らあ り得

た議論 だ とも思 われ るが、プラハのシオニズムが もっ とも伸張 した第 一次大戦前夜 で さえ、ユ ダ

ヤ系は 「ドイツ文化 の砦 」、プ ラハ もせ いぜい 「ユダヤ系の コロニー」 と評 され るにす ぎなか っ

た 〔DasjUdischePrag1917〕 。 それが、カ フカ ・ブームに よって、あたかも世 紀転襖期のプ ラ

ハ を象徴す る言葉 の ごと く祭 り上げ られ、ブー ムが沈静化す るや 、今 度は時代の遺物のよ うにみ

な され た。だが、果 た して この短い言葉 の内実 がきちん と議論 された ことは これ まであっただろ

うか。

この布置 をタイ トルに掲 げた本論集r同 じ題 目に よる2003年4月 レーゲンスブル ク大学 で

催 され た国際会議 に もとつ いた もの 一一 億 、ユ ダヤ人の同化をめ ぐる議論 が戦 わ された1840年

代か ら、チェ コス ロヴァキア第一共和 国末 期までを収 めた広いスパ ンで、二つのエスニシテ ィの

間 に立っユ ダヤ人 の あ り様 を今 一度捉 えなおそ うと して いる。1980年 代の同種 の論集 〔Seibt

1983〕 は概 説的な歴 史記述 に偏 るき らいがあつたが、本論集では各論 者が歴史や 社会 とい う大 き

なス タンスに立脚 しっ っ、主眼 はあ くまで個別 のテーマ においている。 「三月前期 」のユ ダヤ入

の社会 的状況をお さえなが ら、チ ェコ ・ジャーナ リズムで巻 き起 こつた同化論 論 争をた どるマイ

ドゥル 、自らのルー ツにボヘ ミアのユ ダヤ人の生活史を重 ねてみせたイ ッガース。彼 らの論考は

そ の格 好の例であ ろ う。 なかで も、 ドイツ 自由主義学 生組合 「朗読 と講演のホール」を取 り上げ

たチ ェル マー クの ものは、近年注 目され るプ ラハ ・ドイ ツ 自由主 義の系譜 〔三谷2006〕 をた ど

つた もの と して見 逃せ な い。 カ レル大 学に次 ぐ蔵 書数 を誇 る 「朗読ホール」、ハオプ トマンや ラ

ーテナ ウ とい つた ドイツの著名人 を 「名誉会員」に擁 す る 「講演 ホール」は
、い わば ドイ ツ系の

「諸 民族の春」を冷凍保 存す る機 関で あつた。ズデーテ ン地方の急進 的民族主義 を押 さえ込むの
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に腐心 した一世紀 足 らずの活動の軌跡は、得て して否定 的に捉 え られ が ちな 「プ ラハ ・サー クル」

の親世代の再考 を迫 るものだ。

ドイ ツお よび 日本 のゲルマニス トに はア クセス しに くい資料 を利用 した、チ エコス ロヴァキア

第一共 和国時代 に関す る記述が厚いの も本論集の特徴 であ る。カ レル大学の在学記 録 と法学の専

攻学生数 をもとに、共和 国成立以前 と以後のユ ダヤ系 学生の動 向を調 べたペ シェク、ボヘ ミア を

地 域 ごとに分類 、各地の新間お よ'G記 事 をも とにユダヤ系 のアイデ ンテ ィテ ィを再構成 した

チ ャプコ ヴァー 、ナチス ・ドイツ誕生 とい う事態にユ ダヤ系が どのよ うに向 きあった のかを、シ

オ ニス ト、チェ コ系ユダヤ人、 ドイツ系ユダヤ人、それ ぞれ の動 態か ら提示 したク レイチ ョヴァ

ー
。チェ コ語 文献の援用は、おそ らく今後の 「プ ラハ の ドイツ語文学 」研究 の主流 にな るだ ろ う

が、使 用す る文献 と論考の学問的意義 が比例関係 にないの は言 うまで もない。チェ コ語 と ドイ ツ

語 とヘ ブライ語 を操 り、一時 はハ シデ ィズムに帰依 したイ ジー ・ランガーを題 材に した トゥヴル

デ ィーク とコシュマルの論考 のごとく、伝記的事実 の羅列 に陥 つた り、言語的 アイ デ ンテ ィテ ィ

とい う議論 の前 提がそのまま結 論にな るよ うでは一次 資料が活 きて こない。民 族対 立の焦点 とな

った ヒル スナー事1牛、ヴァー グナー はその事 件へ のス タンスをカ フカの創作 か ら探 ろ うとす るが 、

事 件の調書 とカフカのテクス トとの関連箇所 を執拗 に抜 き出す 手 法は牽強付会 のそ しりをまぬ

がれ ない。

かつて ビンダー 〔Binder1991〕 は、 「カフカの陰に隠れ た詩 人」と銘 打つて忘れ られたユ ダヤ

系作家を掘 り起 こし、そ の衣鉢 を継 ぐよ うにスペ クター 〔Spector2000)は 「プ ラハ ・サー クル 」

の周縁に位置 す る作家た ちの作 品を読 み解 いた。 ノー シー が冷 笑 を交 えて述 べ るよ うに 、生前 の

カ フカは無名 とは言わないまで もメジャー な作家 とは言 いがたか った。当時 のユダヤ系知識 人の

趨勢 を知 ろうとすれば、まず 忘却の淵に沈み こんだ人 々を蘇 らせ なけれ ばな らない。この論 集で

は、キル ヒャー が、ニーチ ェ、ベ ルネ、オ ッ トー ・グ ロー スの影 響を受 け、精神分析 をユ ダヤ文

化 に応用 したア ン トン ・クー を、ノー シーが、境遇 もユ ダヤ性 に対す るスタ ンスも対照 的な二人

の女流作家 ミッツィ ・ハネル とマ リー ・ギ ビアー ンを、ゼ ルケが、ペ トロ ・キ―一 ンとペ ーター ・

キー ン とい う二つ の名前の間で揺れ 、ナチスにガ ス殺 され た画家 に して詩人で あった人 物 を、そ

れ ぞれ新 たな資料 と共に紹介 してい る。マ ックス ・ブ ロー トに も復権 の兆 しが見 える。ツ ィンマ

ー マンはブロー トの小説 を網羅 的に読解 してチ ェコ系へ のス タンスを 「遠距離 恋愛」 と同定、一

方 、音楽 楯 平や 音楽家に宛てた手紙 を手がか りにす るシ ュラー ム コヴァー も、ブmト の多才 と

チェ コ文化紹介 の実績 を強調す る。だが、影武者ヤ ン ・レー ヴエンバ ッハをチェ コ系 とのパイプ ・

ラインに利用 したブ ロー ト、自分 の美学 に沿 わなけれ ば リブ レッ トに手 を加 える ことさえ厭 わな

い 「父権的な」ブ ロー ト―― そ うしたブロー ト像 を導 き出 しなが らも肯 定的 な総括 をす る後者 の

議 論を見ている と、ユダヤ系知識 人の訓 面にお け る推 移 に思 い を馳 せざるを得 ない。
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ドイ ツ人 とチ ェ コ人 の間 に立つユ ダヤ人一 この命題 に各論者 が個別 の レス ポンスを した結

果 、論集 は全 体 としてモザイ クに も似 た雑然 たる様相 を帯びて いる。 これ を編 者の責任に帰すの

は容易いが 、r同化 」 「シオニ ズム」 「社 会主義」な どの一連 の語句 に回収 しがちだった従来 の言

説 を脱す る過渡期 の現象 と評 す るこ ともで きよ う。惜 しむ らくは、 「問 に立つ」 ユダヤ系を依然

として 「媒介者」で片付 けて しま う向きがあ ることtネ クラで さえ、モ ノグラフ 〔Nekula2003)

の成 果を踏 まえつつ 、言語が 民族アイデ ンティテ ィの指標 として は限界 を有 し、ユダヤ人のディ

アスポ ラに付随す る多言 語的 な次 元への視 座を提示す る と論 を結 んで いる。 「媒 介者 」 とい う見

方 がいかに 当該の布置 を局限 化 してい るこ とか。カフカの姪マ リアンネ ・シュタイナー(オ ッ ト

ラの娘)が 所 収のイン タ ヴューで言明 しているよ うに、故郷 がユダヤ人 を選ぶ ので はなく、ユ ダ

ヤ人 が 自ら故郷 を、しか も複数 の故 郷 を選 んできたの拙 反ユ ダヤ主義 とその行き着 く先である

シ ョアーがユ ダヤ人の近代 で あるのは言 うまでもない。 だが、意志 を持 つたES細 胞 さなが ら、

移動 した先hで 巧妙 に アイデ ンテ ィテ ィを獲得 した軌 跡 もまたユ ダヤ人 の近 代ではなか つただ

ろ うか。 「間 に立」 ち なが ら複数 性を実現 したユダヤ人 をどの よ うに評 価す るか― 本論文集 は

新 たなプ ラハのユ ダヤ人研究 の幕 開 きを告 げてい る。

GM血(:hen:Oldenbc)urg2006)

参考 文献

Binder,Harlsnut(f丑sg):抽 騨 凸 η伽.VergesseneAutorenimSchattenKaflrasBerlin

lssi.

Dasノ 鹿o踊 θ凸 ヨ夢 ヱ血 θ5a㎜ θ勉 雌Hrs縁vderRedaktionder,,Selbstwehr``.Prag1917.

Nekula,Marek:Franz.KafkasSpra(.hen.�_ineinemStockwerkdesinnerenbabylonischen

7}zr'rnes..."T�ingen2003.

Seibt,Fel曲and(日 ヒsg.):DieJudeninde:【tb�mischenL舅dern.Wien1983.

Spe(血)r,Soott:Prague㎞ ㎞ 磁 陥 面(analConflictand侃 齪Innova6�mFranz

1㈱ み1吻 ぬ 翻∂cな―Berkeley/LosAasgels/London2000.

パー ヴエル ・アイ スナー 『カ フカ とプ ラハ』(金 井裕/小 林敏夫 訳)審 美杜1975年 、

三谷 研爾 『プラハ ・ドイ ツ人社 会 におけ る文化的アイデ ンテ ィテ ィの形 成 と機 能』(2003―2005

年 度 科学研究費補 助金 基 盤研 究C研 究成果報告書)。

-119一


